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薬物使用者のうち女性の割合 2024
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静脈注射による薬物使用者 2024
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地域別の薬物使用障害で治療を受けている者のうち25歳未満の割合 2024
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＾

地域別の薬物使用障害で治療を受けている者の主要薬物 2024
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世界の薬物の起源植物の栽培
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世界の植物由来薬物の生産
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世界市場における新精神活性物質（NPS)
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違法薬物押収量の推移 世界の違法薬物押収量, 2024
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薬物犯罪による逮捕・起訴・有罪判決を受けた者 2024
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地域別の薬物犯罪によって警察に逮捕された者の内訳 2024

地域別の薬物犯罪によって起訴された者の内訳 2024

地域別の薬物犯罪によって有罪となった者の内訳 2024
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薬物事犯者のうち女性の割合 2024
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地域別、警察に逮捕された薬物事犯者のうち女性の割合 2024
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この１年で使用された薬物 2024

薬物経験率（％）

大麻 オピオイド アンフェタミン類 コカイン エクスタシー

アジアアフリカ アメリカ

ヨーロッパ オセアニア 世界全体



需要 供給 主要課題

大
麻

＞大麻は、依然として世界で最も
頻繁に使用（乱用）されている
薬物である。

＞2024年には推定2億5,600万人が
大麻を使用した。これは世界の
15-64歳人口の4.8%、男性の
7.2%、女性の2.3%に相当する。

＞大麻を使用者（乱用者）数は過去
10年間で40%増加した。

＞大麻の使用は依然として北米で
最も高く、2024年に15歳から64
歳までの 人口の20.5%が大麻を
使用（乱用）していた。

＞大麻使用障害はアフリカで薬物
治療を受ける者の33%、オセア
ニアでは32%を占める。

＞大麻は、世界のほぼすべての国で
栽培されており、主に屋外で栽
されている。

＞大麻樹脂の押収件数は、2021年
まで続いた長期的な増加傾向の後、
その後の数年間で大幅に減少した。
対照的に、大麻ハーブの押収は
2023年まで増加し、2024年も高い
水準を維持した。

＞大麻ハーブの密輸は主に局所的で
あるが、サブリージョン間の密輸
が重要性を増している。大麻の
商業的供給が行われている一部の
国では、違法市場向けの大麻ハー
ブの密輸が増えている。

＞大麻樹脂の取引は主に地域間(北
アフリカから西ヨーロッパおよび
中央ヨーロッパ、さらに南西アジ
アからアジアの他のサブリージョ
ンやヨーロッパへ)にとどまって
いる。

＞北米および西・中欧では、違法
市場に出回る大麻製品は過去30年
間でTHCの含有量が増加し、より
強力になっていることが示唆され
ている。また、ラテンアメリカで
は、より強力な株も出現している。

>大麻は、その高い使用率もあって、世界の薬物
関連の健康障害の最も多くの部分を占めてい
る:世界の国々のうち42%の国が大麻を薬物使用
障害の主要原因とし、41%の国が大麻を薬物
治療を受ける者にとっての懸念される主な薬物
としてあげている。

>多くの国が大麻の医療利用に関する規定を設け
ているが、規制の方針は国ごとに大きく異なる。
カンナビノイドがいくつかの疾患の治療に有効で
あるという知見はあるが、他の多くの疾患につい
ては証拠が限られている。
>2025年12月時点で、カナダ、ウルグアイおよび
アメリカ合衆国の28の州などでは、成人による非
医療目的の大麻の栽培、生産、販売および所持を
認める法的規定を制定している。最近、特にヨー
ロッパなど他の国々でも、医療目的以外の用途で
の大麻の規制に関して異なる立法アプローチが登
場している。チェコ、ドイツ、ルクセンブルク、
マルタでは成人の非医療目的での大麻アクセスに
ついての法的規定を制定している。しかし、これ
らの国々では、医療以外の用途の大麻の商業的サ
プライチェーンはまだ確立されていない。

Ⅰ 薬物ごとの現状（まとめ）１ 大麻



需要 供給 主要課題

オ
ピ
オ
イ
ド

＞2024年、オピオイド使用者（乱用
者）は、推定6,300万人、これは世界
15-64歳人口の1.2%に相当する。そ
の半数は南アジアと南西アジアであ
る。

＞2024年、オピオイド使用者（乱用
者）のうち、推定3,000万人がヘロイ
ンを中心としたオピオイドを使用し
た。これは15-64歳の世界人口の
0.57%、その年齢層の女性0.16%、男
性0.96%に相当する。

>世界のオピオイド使用者レベルは
2018年から2024年の間にわずかに

   増加した。しかし、オピオイド使用
経験率は比較的安定している。

＞2024年、薬物治療者の1/3が、主な
   使用薬としてオピオイドを挙げてい
   る(世界140か国）。
＞オピオイドは依然として最も致死率
の高い薬物グループであり、薬物に
直接関連する死亡の4分の3を占める
(主に過剰摂取)。

 

＞2025年の世界のけし栽培および生産面積
は、依然として低い状態が続いている。
これは、主に2022年4月のタリバンによる
あへん禁止令によりアフガニスタンで95%
減少したことによるものである。

＞ミャンマーは、世界最大のあへん系麻薬
生産国として浮上し、2025年時点で世界
全体の半数を占めている。

＞アフガニスタンからあへん系麻薬が供給さ
れる一部の国ではあへん系麻薬が不足して
いる兆候がある。しかし、バルカンルート
は2024年も依然としてあへん系麻薬の主
要な密輸ルートであり続けているので、ア
フガンとその周辺にはあへん系麻薬の在庫
が引き続き存在していると推定される。

＞医薬品オピオイドの押収量は、長期的増加
傾向があり、2024年も高い水準を維持し
ている

＞メサドンの違法な製造と密売は、特に東
ヨーロッパの違法薬物市場に影響を与えて
いる。

>オピオイドに関しては非医療的使用
に関わる2つの流行ある。ひとつは
北米でのフェンタニル使用であり、
他のひとつは北アフリカ、西アフリ
カ、近東・中東、南西アジアでの
トラマドールおよびコデインの非医
療使用である。これらの流行は依然
として重大な健康リスクをもたらし
ている。

>北米のオピオイド過剰摂取による
死亡は2022年から2023年にピーク
を迎えた後、は2024年に初めて
減少し、カナダでは17%、アメリ

    カ合衆国では3分の1以上減少した。
> 世界のオピオイド市場は再形成されて

いる。具体的にはアフガニスタンにお
けるあへん・けしの違法栽培と違法生
産が急激な減少した一方、フェンタ
ニル、ニタゼン、オルフィンなどの
強力な合成オピオイドの入手・拡散が
起こった。

 >疼痛管理と緩和ケアのための医薬品
オピオイドへのアクセスは、低中所
得国と高所得国の間で大きく異なる
状況が続いている。ほとんどの低・
中所得国で非常に低く、一部の高所
得国では実際の需要を上回っている。

Ⅰ 薬物ごとの現状（まとめ）２ オピオイド



需要 供給 主要課題

コ
カ
イ
ン

＞2024年、世界で推定2,500万人がコカ
インを使用（乱用）した。これは、
15-64歳の世界の人口の0.47%に相当

    する。性別にみると女性で0.24%、男
性で0.7%と推定される。

＞コカイン使用者は依然として複数の
確立された市場に集中しており、アメ
リカ大陸、西ヨーロッパおよび中央
ヨーロッパ、オーストラリア、ニュー
ジーランドが過去1年間の使用者の
約70%を占めている。

＞アフリカとアジアでのコカイン需要は
過去20年間で増加しているが、地域
ごとの需要は依然として不均一であり、
データの欠如により、これら2つの地
域の使用レベルを明確に理解すること
はできない。

＞コカイン製造レベルは2024年に過去
最高の4,100トン(純粋コカイン)
に達した。

＞コカイン押収件数は、過去10年間で
     倍以上に増加した。それにもかか
わらず、市場に出回るコカイン推定
量も増加した。

＞コカインは、主に地域間の海上
ルートで密輸されており、近年押収
されたコカインの量の80%以上が
海上密輸に関連している。

＞COVID-19のパンデミックによる中断の
後、コカインの世界市場は拡大を続けて
いる。過去10年間で世界中で使用量が増
加し、供給も増加しており、2024年には
コカイン密造は過去最高を記録した。

＞世界的には、コカイン市場は供給と需要
の両方で引き続き強い増加を示している。

＞近年のコカイン拡大の最も明確な兆候は
西ヨーロッパおよび中央ヨーロッパで観
察されている。コカイン使用量は、2015
年以降、特に西ヨーロッパと中央ヨー
ロッパで増加していることが廃水分析
から明らかにされている。また、特に

「クラック」コカインの危険なコカイン
使用は、西ヨーロッパや中欧で増加して
おり、治療需要にも反映している。

＞西ヨーロッパおよび中央ヨーロッパへの
コカイン流入は依然として豊富で、ルー
ト、侵入地点、密輸手段の面で進化がみ
られる。

＞コカインは、アジアやアフリカの新興市
場での密輸や使用が増えている。西ア
フリカ、中央アフリカ、北アフリカはコ
カインのヨーロッパへの重要な中継地と
なっている。

Ⅰ 薬物ごとの現状（まとめ）３ コカイン



需要 供給 主要課題

覚
醒
剤
A
T
S

＞2024年には世界で推定3,200万人が
   アンフェタミンを使用（乱用）した。
これは、15-64歳の世界人口0.60%

    に相当する。性別では女性0.34%、
    男性0.85%。
＞特にアンフェタミン使用が多い国々
では大きなデータギャップがあるの
で、世界的な傾向は計算できない。
2024年には、20か国が自国でのアン
フェタアミン使用増加、5か国が減
少、20か国が安定した傾向と報告し
ている。

＞アンフェタミンの使用者（乱用者）
数は東アジアと東南アジアで最も
高く、次いで使用者（乱用者）が
多いのは北米である。北米では使用
頻度が高い。

＞2024年には、世界で推定2,100万人
   が「エクスタシーMDMA」タイプの  
    薬物を使用（乱用）した。
これは、15-64歳の世界人口0.40%

   を占める。性別では女性0.26%、
   男性0.54%。

＞2024年に過去最高のアンフェタミン系
    覚醒剤(ATS)が押収された。世界レベル
    では引き続きメタンフェタミンが主流
    である。

＞2024年の時点で、世界のメタンフェ
タミン押収量は年間約13%の増加率を
示した。

＞ATS、特にメタンフェタミンの密輸は
地理的に広がり、これまで見られな
かったアフリカ、南西アジア、南アジ
ア、ヨーロッパの一部などの市場での
顕著な拡大が観察されている。

＞シリアの最近の政治変化により、
中近東における「キャプタゴン」の生
産は混乱しているが、「キャプタゴ
ン」の入手可能性は依然として存在し
ている。これは周辺地域での大規模な
押収や小規模の生産からも推定される。

>メタンフェタミンとオピオイドとの
使用には強い関連がある。メタアン
フェタミン使用経験の増加は、オピオ
イド使用者のメタンフェタミン使用量
の増加も含まれる。

>メタンフェタミンの製造と使用は、
従来の市場である東アジア・東南アジ
アおよび北米から特に南西アジア、南
アジア、中近東、オセアニア、
ヨーロッパ、アフリカへと拡大し続け
ている。

>南西アジアにおけるメタンフタアミン
の違法製造が他国への供給元となって
いることが続いており,隣接地域での

   メタンフェタミン市場も拡大している。
>中近東は、「カプタゴン」とメタン
フェタミンに関連する複数の重なり
合うリスクに直面しており、生産拠点
の再編や拡散、「キャプタゴン」
からメタンフェタミンへの使用
パターンの変化など多岐にわたる。

Ⅰ 薬物ごとの現状（まとめ）４ 覚醒剤（ATS)



需要 供給 主要課題

新
精
神
活
性
物
質

N
P
S

＞トラマドールやケタミンなど、
国際的な管理下にない一部の
医薬品の誤用(合法・不正製
造の両方)を除けば、世界の
違法薬物市場で最も広く使わ
れている薬物リストには
NPSはない。

＞NPSの使用者は、不純物と
と知らず、または他の薬物の
代りにこれらの薬物を使用し、
時には致命的な結果に至る。
しかし、全体としてNPSに
よる害（死亡と入院）は規制
薬物に比べるとかなり低い。

＞NPSの使用頻度については、
NPSの内容や表示に関する
不確実性、これらの薬物が市
場に突然現れては突然消失す
る傾向があるため、依然とし
てモニタリングが課題である。

＞26か国(主に高所得諸国)から
の限られたデータによると、
15歳から64歳の人口の0.3%
が過去1年間にNPSを利用し
た。

＞最も一般的に使われるNPS
は合成カンナビノイド受容体
作動薬(「合成カンナビノイ
ド」)とケタミン、次いで
合成カチノンである。

＞2020年と2024年の間、合成NPSの押収を報告
した国は合計79か国、植物由来のNPSの押収を
報告した国 (44か国）の2倍である。

＞合成NPSの押収は2012年まで大幅に増加し、2015
年までは高い水準を維持したが、その後2018年まで
77%以上大幅に減少した。その後は2024年まで徐々
に元に戻り、2015年の水準になったが、2012年の
ピークには及んでいない。

＞2020年から2024年の期間NPS押収の多くは
ケタミン(世界全体の合成NPS総量の68%)、
次いで合成カンナビノイド(28%)、合成カチノ
ン(4%) であった。

＞西アフリカは2020年から2024年の間に押収さ
れた合成カンナビノイドの総量のかなりの部分
を占めた。

＞2024年は、加盟国によって755の異なるNPSが
世界の薬物市場に存在すると報告され、これは
過去最高数であり、そのうち118種が初めて
特定された薬物であった。

＞市場に出回ったたNPSの多くは合成カンナビノ
イドで、次いで合成カチノン、フェネチル
アミン、合成オピオイド、幻覚剤であった

＞2022年から2025年の間に薬物市場のフェンタ
ニル類の数は急激に減少したが、薬物市場の
合成オピオイドNPSの他の2つのグループ；
ニタゼン（ベンズイミダゾール系）と
オルフィン（ブロフィン等）が増加した。

＞薬物の規制管理システムは、高所得
国ではNPSの蔓延を封じ込めに成功
しているが、NPSの不正取引の地理的
範囲は拡大し続けている。

＞2026年3月12日時点で、国際管理シス
テムは2014年以降92のNPSを国際管理
下に置いた。

＞東ヨーロッパや中央アジアなどの一部
のサブリージョンでは、NPS(特に合成
カチノン)が大きな問題となっている。

＞ケタミンは、東アジアおよび東南アジ
アで最もよく使われている薬物の一つ
であり、西ヨーロッパや中央ヨーロッ
パ、オーストラリアなど他のサブリー
ジョンにも広がり始めている。この薬
物は単独でも、薬物混合物の一部とし
ても使用されており、その成分は使用
者にはほとんど不明である。

＞近年の憂慮すべき新しい傾向は、強力
   な合成オピオイドのグループであるニ
   タゼンとオルフィンの出現である。
これら2つの強力な合成オピオイドの
グループの乱用は、特にヨーロッパや
北米で報告されており、2024年末まで
に数百人の死亡を招いたほか、オセア
ニアや西アフリカでも「クシュ」と呼
ばれる燻製混合物の中にニタゼンが検
出されている。

Ⅰ 薬物ごとの現状（まとめ）５ 新精神活性物質（向精神薬）NPS



需要 供給 主要課題

ア
フ
リ
カ

＞2024年、アフリカでは、15歳から64
歳の人口の7.5%が過去1年間に大麻
を使用した。大麻の使用は西アフり
カ、中央アフリカで特に高く、2024
年の15-64歳の大麻使用の経験率は
約10%である。

＞オピオイド使用推定経験率もこの地
域で高く、2024年、15歳から64歳の
経験率は1.4%。トラマドールの非医
療的使用は、特に北、西、中央アフ
リカで依然として脅威となっている。

＞コカインの使用（乱用）は、大陸全
体、特に西、中央、南部アフリカで
増加しているようである（関連デー
タは乏しい）。
近年、アフリカではコカイン使用障
害により、少なくとも毎年5,760人
が治療を受けた。

＞植物ベースのNPSであるカートの使
用は東アフリカで広がっているが、
南部アフリカでは合成NPSの使用が
最も 一般的に報告されている（両方
の事例に関するデータは乏しい）。

＞アフリカでは静脈注射による薬物使
用者 150万人のうち、20万4,000
(15.3%)がHIVに感染している(2024)。
この地域内では、西アフリカと中央
アフリカが静脈注射による薬物使用
経験率が最も高く (0.2%)、静脈注射
による薬物使用者のHIVの罹患率は
南部アフリカが 最も高い (41.4%)。
東アフリカ(16.6%)および北アフリ
カの薬物注射者の間でのHIV感染率
(12.6%)は、世界平均の11.5%を上
回っている。

>アフリカは、2024年に世界で押収された大麻
ハーブと樹脂の総量の61%を占め、南北ア
メリカ、アジア、ヨーロッパを上回った。

>北アフリカは、西ヨーロッパへの大麻樹脂の
地域間密輸とプレガバリン不正取引の主要な
ハブであり続けている。北アフリカのプレガ
バリン主に南アジアからのものである。

>アフリカは、2020年から2024年の間に世界
中で押収された医薬品オピオイド総量の60%
を占める。これは主にコデインとトラマドー
ルの非医療的使用によるものである。アフリ
カは2020年から2024年の間に世界のコデイ
ン押収の55%、トラマドール押収の97%を占
めている。

＞アフリカでは、ほとんどのコカインは海岸部
近くで押収されている。この地域、特に西ア
フリカは、南アメリカからヨーロッパに向か
うコカインの積み替えエリアとなっている。

＞世界のヘロイン押収の約5分の1はアフリカ
で行われ（2023年と2024年）、2020年の
2%から増加している。これは近年、アフガ
ニスタンからの南部ルートを経由したヘロイ
ン密輸の重要性が高まっていることを反映し
ている。南西アジアからのヘロインはアフリ
カのあらゆるサブリージョンを経由し、東ア
フリカを入口とし、アフリカの他の市場や
西・中央ヨーロッパの消費者市場へと輸送さ
れている。

＞アフリカにおけるNPSの押収は、2020年か
ら2024年の期間はカート、その後は合成カ
ンナビノイドであった。2021年から2024年
にかけて、西アフリカおよび中央アフリカで
合成カンナビノイドの押収が急激に増加した。
これは主に「クシュ」に関連したものである。

>アフリカは薬物使用の男女差が大きく、大麻
を使用（乱用）している女性は男性の1/9で
ある。

＞アフリカで薬物使用障害の治療を受けている
者の大多数は35歳未満である。大麻とオピオ
イドが、アフリカで治療を求めるほとんどの
薬物使用障害者の主要薬物である。 

>アフリカは依然として薬物の主要な不正取引
地域である。西アフリカではコカイン、東ア
フリカではヘロイン、そして主にこの地域で
生産される大麻である。

>トラマドールの非医療的使用に関連するオピ
オイドの流行により、西アフリカ、中央アフ
リカ、北アフリカでトラマドール使用障害の
治療需要が増加しており、重大な健康リスク
をもたらし続けている。また、コデインの不
正取引や非医療的使用、西及び中央アフリカ
にも影響を及ぼしている。

＞西アフリカ、中央アフリカ、北アフリカでは
注射薬物使用者の高い経験率が依然として問
題であり、注射薬物使用者におけるHIVおよ
びC型肝炎感染率が異常に高いことが南部ア
フリカで特に懸念されている。

＞「ニャオペ」や近年では「カダフィ」や「ク
シュ」などの薬物混合物や混合物の既存およ
び新たな使用による公衆衛生上の脅威が、一
部のアフリカ諸国で増大している。限られた
証拠から、ニタゼネス群の強力なオピオイド
を含む有害物質が含まれていることが示され
ている。

＞西アフリカおよび中央アフリカは、人口100
万人あたり平均一日標準投与量が25とされて
いる痛み管理および緩和ケアのための国際的
に管理された医薬品の入手可能性が最も低い
サブリージョンとして残されている。

Ⅱ 地域ごとの現状（まとめ）１ アフリカ



需要 供給 主要課題

ア
メ
リ
カ

>北米は、世界最大のコカイン市場である。
2024年、15-64 歳人口1.9%(650万人)が
コカインを使用したと推定されている。

＞南アメリカ、中部アメリカとカリブ海地域
は、世界でコカインによる薬物治療を受け
ている者の割合が最も高い亜地域であり、
市場で入手できるコカイン製品の種類も
多様である。 

＞北米のオピオイド使用は依然として高く、
2024年には15歳から64歳の人口2.6%
(860万人)が過去1年間の使用を報告した。

＞北米では過去10年間でメタンフェタミン
使用障害の治療を受ける人数が大幅に増加
し、最近ではメキシコで顕著である。

＞アメリカ大陸では460万人が静脈注射に
より薬物を使用し、これは世界の静脈注射
による薬物使用者の約3分の1にあたる。
2024年時点で、この地域では注射薬物を
使用する者のうち24万1,000人がHIV保有
者であり、190万人がC型肝炎ウイルス保
有者である。北米は一般人口の中で静脈注
射による薬物使用者の割合が最も高い国の
一つであり(一般人口の1.0%)、2024年で
は350万人に相当した。しかし、北米では
静脈注射による薬物使用者の推定HIV罹患
率(6.9%)は世界平均を下回っている。

> 北米では、2010年以降、大麻の禁止
の優先順位が低くなっているため、
大麻市場が急速に成長している一方、
大麻の押収は大幅に減少している。

＞南米でのコカインの製造は、2024年
に過去最高の4,100トン(純粋なコカ

   イン)に達した。
＞コカインの押収は南米の生産拠点近
   くにシフトしている。南米で押収さ
   れたコカイン総量は記録的な高水準
に達し、現在、北米の7倍である。
同時に、西および中央ヨーロッパで
のコカイン押収件数は、6年連続で北
米を上回った。

＞北米では、メタンフェタミン市場が
高い水準で安定している。北米で
製造されているメタンフェタミンの
ほとんどは、その亜地域内で消費さ
れている。

＞北米は、2020年から2024年の間で
世界で押収されたすべてのフェンタ
ニルおよび類似体の99%以上を占め
る。押収量は増加を続け2023年に
過去最高に達したが、2024年には
37%減少した。

＞過去10年間で、ラテンアメリカで
非常に強力な大麻の品種が出現した。

>北米における違法に生産されたフェンタニルに
関連するオピオイド乱用が蔓延し、過剰摂取に

   よる死亡者数は過去最高となった。2022年から
2023年のピーク以降、この傾向は10年ぶりに
減少している。2024年には、カナダでフェンタ
ニルによるオピオイド過剰摂取による死亡数が
推定17%減少し、米国では少なくとも3分の1
減少した。

＞大麻使用におけるジェンダーギャップは、大麻
使用レベルが特に高い北米で縮小しつつある。

＞アメリカ大陸では、南米におけるコカイン
製造・密売が増加している。その影響で暴力
犯罪が多発し、コカイン不正取引は記録的
レベルの高さになっている。

Ⅱ 地域ごとの現状（まとめ）２ アメリカ



需要 供給 主要課題

ア
ジ
ア

＞世界でオピオイド使用者（乱用
者）の推定数の半分以上がアジ
アにおり(地域の成人人口の
1.2%)、2024年のオピオイド使用 

    経験率は中近東/南西アジア
において世界で最も高い (3.5%)。

 >メタンフェタミンは東アジアと
    東南アジアで懸念される主な薬
    物である。他方、あへん系麻薬、
    特にあへんとヘロインは、南西
    アジアと南アジアで乱用が広
    がっている。
＞近年、メタンフェタミンの使用
がアフガニスタンや南西アジア
諸国で増加している。

＞「キャプタゴン」は中近東で主流
の覚醒剤であるが、この亜地域で
はメタンフェタミンの使用が増加
している。

＞プレガバリンの非医療目的の使
用が中近東で報告されている。

＞大麻使用に関する性差はアジア
で最も大きく、過去1年間の大麻
使用者100人に92人が男性で

   あった。
>アジアは世界で最も静脈注射によ
る薬物乱用者数が多く、世界の
1/ 3を占め、2024年には530万人
であった。その内62万9,000人
がHIVに感染しており、これは
世界の40%を占める。また、静脈
注射による薬物乱用者のHIV罹患
率は南西アジアが最も高い
(28.5%) 。東アジアと東南アジア
はC型肝炎罹患率も高い(64.8%)。

＞2022年4月にアフガニスタンであへんの生産が禁
止されたことで、この地域のケシ栽培とあへん生
産は劇的に減少し、2023年以降はミャンマーが
世界最大のあへん生産国となっている。しかし、
それにもかかわらず、少なくとも2024年までは、
ほとんどの取引はアフガニスタンで生産されたオ
ピオイドに関連していた。

>ヘロインとモルヒネの押収量は減少しており、
2024年、アジア全体で21%減少した。過去数年間,

   アフガニスタンのあへん関連の在庫は減少してい
るが、伝統的なアフガニスタンを起源とするヘロ
イン供給は以前として続いている。

>カプタゴンは、主にシリアとレバノンで製造され
ており、中近東では問題の薬物である。シリアの
政変がカプタゴン市場に与える長期的影響は、ま
だ見られていないが、2025年、シリア、レバノン
や近隣諸国で大規模な押収があったことは、既存
の在庫の放出が原因と考えられる不正取引が現在
も進行中と推定される。

>近年、アフガニスタンでは、メタンフェタミン
製造が増加している兆候がある。

>東アジアと東南アジアでは、メタンフェタミンの
大量製造が行われており、2024年には押収量が
過去最高になった。ミャンマーはこの市場の主要
な供給国であり続けている。

> 近年のコカイン押収は、アジアへのコカイン密輸
の地理的拡大を示している。人口が多く、薬物
消費が増加するいくつかの国々では、2023年また
は2024年に過去最高または歴史的に高い押収数を
記録した。

>アフガニスタンのヘロイン生産の大幅な減
少による消費者市場でのヘロイン不足が
いくつかの主要な薬物市場で注目され始
めている。ヘロインが不足の結果、
ヘロインが一部の合成オピオドなどの
より有害な物質（フェンタニル、ニタゼ
ン、オルフィン類など）に置き換えられ
るリスクが高まっている。ニタゼン、オ
ルフィン類はフェンタニルより強力で、
これらの薬物が出回る場合、過剰摂取に
よる死亡者増加など重大な結果をもたら
す可能性がある。

>メタンフェタミンの密造と不正取引は、南
西アジアと中近東で拡大している。メタ
ンフェタミンの市場は、中近東で定着し
つつある。

>中央アジアとトランスコーカサス地域の違
法薬物市場では、国際的に規制されてい
る薬物（メタンフェタミン、メフェドロ
ンなど）や規制が及んでない薬物（合成
カチノンなど）などの多くの合成薬物が
出回っていることが特徴である。

>トラマドールの非医療的使用と不正取引は、
中近東、中央アジア、トランスコーカサ
ス地方まで拡大している。

>南西アジアは、オピオイドの使用経験率
および静脈注射による薬物使用者のHIV
感染率が世界で最も高い地域の1つで
ある。

Ⅱ 地域ごとの現状（まとめ）３ アジア



需要 供給 主要課題

>西ヨーロッパと中央ヨーロッパは、特2015
年以降、コカイン使用レベルが明らかに
増加しており、依然として世界で2番目に
大きなコカイン市場である。2024年におけ
るコカイン使用者は推定550万人、15歳か
ら64歳の人口の1.7%であった。

>薬物治療データから、西ヨーロッパおよび
中欧で「クラック」コカインに関連する
コカイン使用障害の増加という最近の懸念
すべき傾向が示されている。

>アンフェタミン（ATS)は、コカインに次い
でヨーロッパで2番目に多く使用されている
覚醒剤である。 ATSの使用は、過去10年間
でこの地域で増加している。

>西及び中央ヨーロッパは依然として「エクス
シー」の主要な消費者市場である。

>オピオイド（特にヘロイン）は、ヨーロッパ
の薬物障害で治療を受けている者の主な
薬物であることに変わりはないが、大麻は
それに近づいており、その使用は初めて
薬物障害で治療を受ける者の間でより一般
的にみられる薬物となっている。

>廃水分析や薬物障害治療のデータから、この
地域、特に西及び中央ヨーロッパでケタミ
ン使用量が増加していることが示された。

>東ヨーロッパは、薬物の静脈注射使用者率が
他のどの地域よりも高い(2024年に1.3%、
130万人)。また、薬物の静脈注射使用者で
はHIV陽性率(25.7%)が高い。ヨーロッパで
は薬物の静脈注射使用者のC型肝炎の罹患率
(53.0%)も他の地域より高い。

＞西ヨーロッパおよび中央ヨーロッパで大量に取引
される大麻ハーブは依然としてこの亜地域内から
供給されているが、他地域からの大麻ハーブの輸入
も増えている。北アフリカからこの亜地域への大麻
樹脂の輸入も引き続き多い。

＞EUでは、低THCのハーブは、おそらく違法市場で
大麻として販売されており、合成および半合成カン
ナビノイドによって「強化」されているケースが
多くなっており、その中には強力なものもある。

>西ヨーロッパと中央ヨーロッパは、合成薬物、特に
「エクスタシー」とアンフェタミンの製造の中心地で
あり続けている。また、メタンフェタミンの製造が
拡大する兆候がある。これは、特定の国の小規模な
国内市場向けの地理的に限定された小規模生産から
より広範な国で労働工場へとシフトしており、その
中には大規模な国もある。

>かつてヨーロッパではアンフェタミンの押収数が
メタンフェタミンを明らかに上回っていたが、近年
(2022年、2023年、2024年)には逆の傾向になった。
これは主に南西アジア起源のメタンフェタミンに
関連してトルコでのメタンフェタミン押収の急増に
伴うものである。

>コカイン不正取引は増加傾向にあり、過去10年間、
コカイン押収が一貫して増加している。西ヨーロッ
パおよび中欧でのコカイン押収は、2014年から
2023年の期間で7倍以上に増加した。2024年には、
コカインの密輸パターンが北海沿岸の主要港湾を
通る大規模な貨物輸送から南西ヨーロッパへと移行
し、小規模な港の利用やコンテナ輸送以外の手段へ
の依存度が高くなった。

>メサドンの違法生産は、合成麻薬の不正取引が急速
に拡大している東ヨーロッパに影響を及ぼしている。

＞2024年と2025年には、コカ
イン市場が西ヨーロッパと
中央ヨーロッパ及び南東ヨー
ロッパで拡大し続けている
ことが廃水分析や薬物治療
データなどから明らかに
なった。

>近年、一部のコカイン市場が、
東ヨーロッパに達している。

>大麻使用に関連する健康被害は、
大麻使用障害の治療を受けて
いる者の数が長期的に増加し
ており、特に西ヨーロッパと
中央ヨーロッパで増加してい
る。2024年に初めて薬物治療
サービスにアクセスした人の

    40%以上が、大麻使用障害の
治療を受けており、このグ
ループでは大麻が健康障害の
最も一般的な原因薬物となっ
ている。

>東ヨーロッパでは、ここ数年で
薬物市場が変化し、合成薬物、
特に合成カチノン、ATS全般、
違法に製造されたメサドンが
主流となっている。

>東ヨーロッパにおいては、静脈
注射による薬物使用者数と
そのHIV感染率が高いことが
懸念事項である。
また、ヨーロッパ全体におい
ては静脈注射による薬物使用
者の高いC型肝炎ウイルス罹患
率が、重要な懸念事項である。

Ⅱ 地域ごとの現状（まとめ）４ ヨーロッパ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ



需要 供給 主要課題

＞オーストラリアとニュージーランドの亜
地域での過去1年間のコカインの使用率は
依然として世界で最も高く、2024年には
15歳から64歳の人口の4.2%がコカインを
使用した。

＞しかし、コカインの消費量(廃水分析に基
づく)は世界の他の地域よりも低く、コカ
インのほとんどの乱用者は時折使用して
いることが示唆される。それにもかかわ
らず、オーストラリアでは廃水処理の測
定から、低水準にあった2022年以降、
コカイン消費量が大幅に増加しているこ
とが示されている。

＞オーストラリアとニュージーランドの亜
地域での「エクスタシーMDMA」の過去
1年間の使用は、依然として世界で最も
高い状態が続いている（15歳から65歳

    人口の2.5%)。これは廃水分析よる
    MDMAレベルと一致する。
＞大麻使用率は、世界平均を大幅に
上回っており、オーストラリアとニュー
ジーランドの亜地域での15歳から65歳
の大麻使用経験率は11.9%である。

＞15歳と16歳の学校の生徒の間での大麻
使用経験率はオセアニアでは12.9%であり、
世界平均の4.8%と比較して高い。

＞オセアニア諸国では、静脈注射による
薬物使用者の割合が世界平均より
高い(0.5%、約14万人) 。しかし、静脈注
射による薬物使用者のHIV感染率(1.5%)
およびC型肝炎ウイルス感染率(17.5%)は、
他の地域と比べてかなり低い。

＞オセアニアでは、押収されたヘロイ
ン量が増加し、2023年には記録的レ
ベルに達したが、2024年になると
減少した。押収されたヘロインの
ほとんどは東南アジア由来である。

＞コカインの押収は2023年のピーク
レベルから2024年はわずかに減少し
たが、オセアニアで報告された量と
しては過去3番目に高い。

＞コカインの2020年から2024年の押収
動向からみると、オセアニア向け
コカイン出荷は、南米だけでなく
北米、ヨーロッパ、アジアからも
送られている。南米以外の地域を
通過することは、オーストラリアや
ニュージーランドでは薬物の価格
が高いことによるものと思われる。

＞2024年には、メタンフェタミンの
押収件数が2020年から2024年の
期間で最高水準に達したが、10年前
に比べると依然として低い水準で
ある。

＞メタンフェタミンはオセアニア内で
生産されていると同時に東アジア、
東南アジア、北米からこの地域に密
輸もされている。
1-フェニル-2-プロパノン(P-2-P)

   前駆体から製造されたメタンフェタ
   ミンの押収量が過去10年間で増加し
   た。この事実は北米から（特に
メキシコからまたは米国経由で）の
メタンフェタミン密輸入の重要性が

    高まっていることを示唆している。

>オーストラリアでは、一般集団や「エクスタ
シー」の日常的に使用する集団では、年間のメ
タンフェタミン使用量が減少しているが、薬物
を静脈注射で使用する集団では、薬物使用がよ
集中的になり、より大きな害を引き起こしてい
る。また、廃水分析から、4年間にわたる
メタンフェタミン消費量の増加傾向が示されて
いる。

>ニュージーランドでは、近年、特に2024年後半
に廃水中メタンフェタミン濃度が急激に増加し
ている。

>オーストラリアとニュージーランドで薬物関連
障害で治療を受けている者の40%以上が、メタ
ンフェタミン使用障害の治療を受けている。

>オーストラリアとニュージーランドでは、薬物
関連障害で治療を受けている者の多くで、
主な懸念薬物は大麻である（2024年は32%）。
この地域における非医療用大麻の年経験率は
オーストラリアでは長期的には比較的安定して
いる。一方、ニュージーランドでは比較的高い
レベルで過去8年間変化がなく続いている。

>オーストラリアとニュージーランドの亜地域で
   薬物関連の治療を受けている者は、比較的若く、
特にオーストラリアでは52%が35歳未満である。

>太平洋諸島は、主にオーストラリアとニュー
ジーランド向けのコアイン、メタンフェタミン
の中継地点として標的にされることが増えて
いる。

Ⅱ 地域ごとの現状（まとめ）５ オセアニア

オ
セ
ア
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